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抄　録

【目的】幼児が十分な睡眠時間を確保することは発育・発達の観点からも重要である。そこで、保育所
児の睡眠時間と関連する要因を探索することを目的とした。

【対象および方法】対象者は A 市立保育所（10 園）の 4 ～ 6 歳児とし、幼児の保護者に最近 1 か月
の幼児の生活時刻および基本的生活習慣について自記式質問紙法で調査した。本研究は、神奈
川県立保健福祉大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した。

【結果】幼児の睡眠は、平日・休日の起床時刻が早い「第 1 クラスター」、平日・休日の睡眠時間の中
央値が 10 時間以上であった「第 2 クラスター」、平日・休日の就床時刻が遅い「第 3 クラスター」
の 3 つの類型が確認できた。各クラスターにおいて睡眠時間が 10 時間未満であった幼児の割
合は、平日は第１クラスター 74.5％、第 2 クラスター 11.2％、第 3 クラスター 85.8％、休
日は第 1 クラスター 34.2％、第 2 クラスター 0.6％、第 3 クラスター 8.4％であった。

【考察】起床時刻は保護者の就労状況によって一律に早くすることは難しいことから、保育所から降園
してから就床するまでの時間を見直すことが求められると考察した。

【結論】保育所児が睡眠時間を確保するために求められる要因の一つとして、平日・休日の就床時刻を
遅い時刻にしないことの必要性が示唆された。
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Ⅰ . 緒言

　幼児期は、規則正しい生活リズムを形成するため
に重要な時期である 1)。幼児期の発育には、食事や
運動、睡眠などの様々な生活習慣が重要な影響を及
ぼすことが知られており 2)-5)、幼児期において基本
的生活習慣を獲得することは、幼児の発達を考える
うえでも大切な要因である 6)。基本的生活習慣は明
確な定義づけがなされていないが、生活習慣の中で、
特に生命的な行為として日常的に繰り返されている

「食事」、「睡眠」、「排泄」、「着脱衣」、「清潔」の 5
要素を「基本的生活習慣」と捉えた報告も認められ
る 6)。保育所保育指針解説書では、食事や排泄、清
潔や着脱衣といった基本的生活習慣は 5 歳までに
ほとんど一人でできるようになるとまとめられてい
ることから 7)、幼児期は基本的生活習慣を獲得する
重要な時期であると考えられる。
　幼児期における睡眠は、基本的生活習慣の一角を
構成する重要な要素である。幼児期における起きる
時刻や眠る時刻には、保育所などの就園 8)、テレビ
や DVD などのメディア視聴時間 9)-11)、午睡の有無
12)、保護者の通勤時間 13)、保護者の養育態度など
14)、様々な要因が関連することが報告されている。
また、幼児において眠る時刻が遅くなることは、朝
食の欠食 15)、疲労症状の発現 16)、心の健康度 17) な
ど、幼児の健康に影響することも報告されている。
未就学児のうち、幼稚園や保育所などに就園してい
る幼児は登園時刻などが決まっていることから、眠
る時刻が遅くなることは睡眠時間の短縮にもつなが
る。睡眠時間が十分に確保できていない幼児は、児
童期以降の肥満 18）や血圧 19)、心臓の自律神経機能
20)、認知機能 21) など、様々要因に影響することが
報告されていることから、幼児期において十分な睡
眠時間を確保することは重要であると考えられる。
国立睡眠財団は、5 ～ 12 歳の子どもに 10 ～ 11 時
間の睡眠時間を確保することを推奨していること
5)、米国睡眠医学会ではシステマティックレビュー
で得られた結果より、3 ～ 5 歳児では 10 ～ 13 時
間の睡眠時間を確保することを推奨していることか
ら 22)、幼児においては少なくとも 10 時間程度の睡
眠時間を確保することが望ましいと考えられる。し
かし、睡眠時間を 10 時間以上確保している幼児は

41.9％であり 23)、幼児が十分な睡眠時間を確保で
きているとはいえない状況にある。
　そこで、本研究は、基本的生活習慣のうち幼児の
発育・発達と深いかかわりを有する睡眠に着目し
2)-4)、保育所児の睡眠時間と関連する要因を探索す
ることを目的とした。

Ⅱ . 本研究における用語の定義

　本研究において、「平日」は保育所に登園する月
曜日から金曜日、「休日」は保育所が休園である日
曜日と定義した。土曜日は、保育所への登園の有無
が混在していることから、解析から除外した。本研
究の調査票で用いた質問文、用語の定義および算出
方法は、表 1 に示した。

Ⅲ . 研究対象と研究方法

1. 調査対象者・調査方法および調査項目
　本研究の調査は、中核市である A 市が、2015 年
度から 2017 年度までに A 市立保育所（10 園）に
就園している年中・年長児である 4 ～ 6 歳児 592
名（男児 311 名、女児 281 名）を対象に、幼児の
保護者に最近 1 か月の生活習慣状況について自記
式質問紙法で調査した。対象者に対する調査の説明
および同意は A 市が行った。
　本研究のデータは、A 市が実施した調査データを
対照表がない ID が付与され連結不可能匿名化した
既存データの 2 次利用であり、A 市の同意を得て
解析した。本研究では、幼児の基本属性（性別、年
齢区分）、平日・休日の起床・就床時刻、生活時刻、
基本的生活習慣（着脱衣、清潔、朝食、排便）につ
いて解析を行った。本研究は、神奈川県立保健福祉
大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した（承
認通知番号 : 保大第 25-2）。

2. 解析方法
　平日・休日の起床・就床時刻、睡眠時間、平日と
休日の睡眠時間帯の乖離を意味する社会的ジェット
ラグ（ソーシャルジェットラグ・Social Jet Lag、

（以下、SJL））は、Ward 法による階層的クラスター
分析を行い、類型化を行った。抽出できたクラス
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表表11　　本本研研究究ににおおけけるる用用語語のの定定義義

用語の定義 用語の意味 質問文または算出方法

起床時刻 保護者が幼児を起こす時刻 お子様を起こす時刻は何時ですか。（時刻での回答を求めた）

就床時刻 保護者が幼児を寝かしつける時刻 お子様を寝かしつける時刻は何時ですか。（時刻での回答を求めた）

睡眠時間 就床時刻から起床時刻までの時間 起床時刻-就床時刻

睡眠中点 睡眠時間帯の中央値 （起床時刻-就床時刻）/2+就床時刻

SJL 平日と休日の睡眠中点の乖離 ｜休日睡眠中点-平日睡眠中点｜

表１　本研究における用語の定義

ターの特性は、対応のある 2 群間の比較について
は Wilcoxon 符号付順位検定で、対応のない 3 群
間以上の比較では Kruskal-Wallis 検定を用いて検
討を行った。Kruskal-Wallis 検定の結果、有意で
あった項目については、群間の差を明らかにする
ために Bonferroni 法による多重比較を行った。解
析には、統計パッケージ IBM SPSS Statistics ver. 
21.0 for Windows （日本アイ・ビー・エム株式会社、
東京）を用い、有意水準は 5％とした。

Ⅳ . 結果

1. 基本属性
　本研究の幼児は、男児 311 名（52.5％）、女児
281 名（47.5％）であった。年齢区分（平均± SD）は、
4 歳後半（4.7 ± 0.1 歳）68 名（11.5％）、5 歳前
半（5.2 ± 0.1 歳）150 名（25.3％）、5 歳後半（5.7
± 0.1 歳）155 名（26.2％）、6 歳前半（6.2 ± 0.1 歳）
153 名（25.8％）、6 歳後半（6.7 ± 0.1 歳）66 名

（11.1％）であった。

2. 平日・休日の生活時刻の状況
　平日、休日の生活時刻は、表 2 に示した。起床・
就床時刻は、休日が平日と比較して遅く（p<0.001 
, p<0.001）、睡眠時間は休日が平日と比較して長
かった（p<0.001）。平日・休日の生活時刻は、年
齢区分によって差が認められなかった。

3. 平日・休日の起床・就床時刻、睡眠時間および
 　SJL のパターン分類
　平日・休日の起床・就床時刻、睡眠時間および

SJL にどのようなパターンが認められるのかを明ら
かにするために Ward 法による階層的クラスター
分析で睡眠のタイプ分類を行った。Ward 法によ
る階層的クラスター分析で得られたデンドログラム
から睡眠のタイプを分類し、得られた第 1 クラス
ターから第 3 クラスターまでの 3 つのクラスター
間での比較を行った。各クラスターにおける平日・
休日の起床・就床時刻、睡眠時間および SJL のパター
ンにおける生活時刻の特徴は表 3 に、各クラスター
における平日・休日の起床・就床時刻、睡眠時間の
ヒストグラムは図 1 に示した。
　第 1 クラスターは、平日・休日の起床時刻が早く、
休日の睡眠時間が短く、SJL が小さかった。睡眠時
間が 10 時間未満であった幼児は、平日 74.5％、休
日 34.2％であった。第 2 クラスターは、平日・休
日の就床時刻が早く、平日・休日の睡眠時間が長かっ
た。睡眠時間が 10 時間未満であった幼児は、平日
11.2％、休日 0.6％であった。第 3 クラスターは、
休日の起床時刻、平日・休日の就床時刻が遅く、平
日の睡眠時間が短かった。睡眠時間が 10 時間未満
であった幼児は、平日 85.8％、休日 8.4％であった。
なお、各クラスターは年齢区分において有意な差は
認められなかった。

4. 平日・休日の起床・就床時刻、睡眠時間および
　 SJL のパターンと基本的生活習慣との関係
　3. で得られた平日・休日の起床・就床時刻、睡
眠時間および SJL のパターンと基本的生活習慣と
の関係は、表 4 に示した。平日または休日の朝食
を欠食しない者は、第 1 クラスターが多かった

（p<0.01 , p<0.005）。それ以外の基本的生活習慣
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図1　起床・就床時刻、睡眠時間、SJLのパターンにおける起床・就床時刻・睡眠時間のヒストグラム
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図 1　起床・就床時刻、睡眠時間、SJL のパターンにおける起床・就床時刻・睡眠時間のヒストグラム
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表表44　　睡睡眠眠パパタターーンンとと基基本本的的生生活活習習慣慣ととのの関関係係

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

衣服の着脱を自分でする n.s.

ほぼ毎日/時々 (n=567) 180 97.8 159 94.1 228 95.4

たまに/全くない (n=25) 4 2.2 10 5.9 11 4.6

手や顔を自分で洗う n.s.

ほぼ毎日/時々 (n=564) 178 96.7 162 95.9 224 93.7

たまに/全くない (n=28) 6 3.3 7 4.1 15 6.3

排便 n.s.

毎日排便する  (n=361) 116 63.0 111 65.7 134 56.1

毎日は排便しない (n=231) 68 37.0 58 34.3 105 43.9

食事を意欲的に食べる n.s.

はい (n=560) 177 96.2 159 94.1 224 93.7

いいえ (n=32) 7 3.8 10 5.9 15 6.3

好き嫌いなく食べる n.s.

はい (n=276) 86 47 82 48.5 108 45

いいえ (n=314) 97 53 87 51.5 130 55

食事をよく食べる n.s.

はい (n=479) 145 79.7 137 81.5 197 83.1

いいえ (n=108) 37 20.3 31 18.5 40 16.9

朝食欠食の有無

0.005

欠食なし(n=552) 181 98.4 155 92.3 216 90.8

欠食あり (n=38) 3 1.6 13 7.7 22 9.2

欠食なし(n=557) 183 99.5 153 90.5 221 92.5 0.001

欠食あり (n=35) 1 0.5 16 9.5 18 7.5

*　χ2検定

n.s.：not significant

第1クラスター (n=184)  第2クラスター (n=169) 第3クラスター (n=239)
p値*

平日

休日

表 4　睡眠パターンと基本的生活習慣との関係
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は、起床・就床時刻・睡眠時間のパターンとの間に
有意な関係性が認められなかった。

Ⅴ . 考察

　本研究では、A 市立保育所（10 園）に就園して
いる 4 ～ 6 歳児を対象に、基本的生活習慣（食事、
睡眠、清潔、排泄、衣服の着脱衣）の状況について
調査し、保育所児の睡眠時間に関連する要因につい
て探索した。

1. 平日・休日の起床・就床時刻、睡眠時間および
　 SJL におけるパターンの分類
　幼児の平日・休日の起床・就床時刻、睡眠時間お
よび SJL のパターンを検討するために、クラスター
分析を行ったところ、3 つのクラスターに分類され
た。
1) 第 1 クラスター
　第 1 クラスターは、他のクラスターと比較して
平日・休日の起床時刻が早く、平日睡眠時間の中
央値は 9 時間 30 分と 10 時間に満たなかった。ま
た、平日と休日の睡眠時間帯の乖離を意味する SJL
は 20 分程度であった。幼児において確保すること
が望ましい睡眠時間は 10 ～ 11 時間であることか
ら 5)22)、平日・休日の睡眠時間が 10 時間未満であっ
た幼児の割合を算出したところ、第 1 クラスター
に分類された幼児は、平日では 74.5％、休日では
34.2％であった。このことから、第 1 クラスター
に分類された幼児は、平日・休日の起床時刻が早く、
平日と休日の起床時刻・就床時刻が概ね一定である
が、平日は望ましい睡眠時間が確保できていない、
休日であっても他グループと比較すると十分な睡眠
時間が確保できていない幼児が多いグループである
と考えられた。
2) 第 2 クラスター
　第 2 クラスターは、他のクラスターと比較して
平日・休日の睡眠時間が長く、平日・休日ともに
10 時間以上の睡眠が確保できていた。SJL は第 1
クラスターと比較すると大きいが 30 分程度であっ
た。睡眠時間が 10 時間未満であった幼児は、平日
で 11.2％、休日は 0.6％であった。このことから、
第 2 クラスターに分類された幼児は、平日・休日

の就床時刻が早く、平日・休日の起床時刻・就床時
刻が概ね一定であり、平日・休日共に望ましい睡眠
時間が概ね確保されているグループであると考えら
れた。
3) 第 3 クラスター
　第 3 クラスターは、他のクラスターと比較して
平日・休日の就床時刻が遅かった。平日の睡眠時
間の中央値は 9 時間 20 分と 10 時間に満たず、休
日睡眠時間の中央値は 10 時間 30 分であった。SJL
の中央値は 45 分であり、第 1 クラスターと比較す
ると 25 分程度、第 2 クラスターと比較すると 15
分程度大きかった。睡眠時間が 10 時間未満であっ
た幼児は、平日で 85.8％、休日で 8.4％であった。
このことから、第 3 クラスターに分類された幼児は、
就床時刻が遅く、睡眠時間が短いグループであり、
休日は平日よりも 45 分程度睡眠時間帯を後退させ
ることにより 10 時間以上の睡眠時間を確保する可
能性が考えられたグループであった。

2. 平日・休日の起床・就床時刻、睡眠時間および
　 SJL のパターンと基本的生活習慣との関係
　幼児が規則正しい基本的生活習慣を獲得するため
には、「早寝早起き朝ごはん」を実践することが目
標とされているが 24)、基本的生活習慣が何を指す
のかについては明確に定義されていない。先行研究
では、基本的生活習慣とは、「生活習慣の中でも特
に生命的な行為として日常的に繰り返されるもの」
であり、幼児期における基本的生活習慣は、「食事、
睡眠、排泄、着脱衣、清潔」の 5 要素を指すこと
が報告されている 6)。厚生労働省によってまとめら
れた「保育所保育指針解説書」によると 7)、おおむ
ね 5 歳児では「基本的生活習慣が身について」おり、

「起床から就寝にいたるまで、生活に必要な行動の
ほとんどを一人でできるようになる」こと、「大人
に指示されなくとも一日の生活の流れを見通しなが
ら次にとるべき行動が分かり、手洗い、食事、排泄、
着替えなどを進んで行おうとする」ことが記されて
いる。本研究では、基本的生活習慣のうち、朝食欠
食の有無については起床・就床時刻、睡眠時間およ
び SJL のパターンにより有意差が認められ、起床時
刻が早い第 1 クラスターに分類された幼児は、平
日・休日の朝食欠食率が有意に低かった。この結果
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は、先行研究で得られた結果と一致する 25)。この
ことから、幼児が朝食を毎食欠食せずに摂取するた
めには起床時刻を遅くしないことが望ましいことが
示唆された。一方、基本的生活習慣のうち、「手洗い」

「排泄」「着替え」について起床・就床時刻、睡眠時
間および SJL のパターンと間に有意な関係性は認
められなかった。この理由については本研究で得ら
れた結果から明確に考察することが難しいが、本研
究の対象者が概ね基本的生活習慣が獲得されている
4 歳後半から 6 歳までの幼児であり、着脱衣、清潔
および排便については概ね獲得されていたことが一
因ではないかと考察した。

3. 睡眠時間
　前述の通り、幼児期において十分な睡眠時間を
確保することは重要であることから、3 つのクラス
ターにおける睡眠時間に焦点を当てて考察する。
　どのクラスターにおいても休日睡眠時間は 10 時
間以上確保できていたが、平日睡眠時間は第 2 ク
ラスターのみ 10 時間以上確保できており、第 1 ク
ラスターおよび第 3 クラスターは平日睡眠時間が
10 時間未満であった。1. でも述べた通り、休日睡
眠時間が 10 時間未満であった幼児は第 3 クラス
ターでは 1 割程度、第 2 クラスターでは 0.6％（1 名）
であり、第 2 クラスターおよび第 3 クラスターは、
休日は概ね十分な睡眠時間を確保できていたが、第
1 クラスターでは 34.2％が睡眠時間は 10 時間未満
であり、他クラスターと比較すると休日においても
十分な睡眠が確保できていない幼児が多いグループ
であった。
　幼児の平日の睡眠時間には保護者の帰宅時刻、就
労時間、母親の就労の有無が関係することが報告さ
れている 13)。本研究の幼児が全て保育所に就園し
ている幼児であることから、保護者が就労している
と考えられる。そのため、本研究においても幼児の
睡眠時間には保護者の就労が関係している可能性が
考えられる。平日の睡眠時間が 10 時間確保できて
いなかった 2 つのクラスターのうち、第 1 クラス
ターは起床時刻が早く、第 3 クラスターは就床時
刻が遅かった。起床時刻が早い第 1 クラスターは
保育所への登園時刻が早かった。本研究では保護者
の始業時刻や終業時刻、通勤時間などは調査して

いないことから明確に検討することは困難である
が、起床時刻と登園時刻が早かった第 1 クラスター
は保護者の始業時刻が早いまたは通勤時間が長いと
いった保護者の就労の状況が、幼児の起床時刻や登
園時刻が早いことと関係している可能性が考えられ
た。第 3 クラスターは、平日起床時刻は第 1 クラ
スターと比較すると遅く、登園時刻は第 2 クラス
ターと同程度に遅く、降園時刻は第 1 クラスター
と同程度に遅かった。夕食時刻は遅く、夕食終了時
刻から就床するまでに要する時間は長かった。夕食
中および夕食後から就寝までのテレビ・ビデオの視
聴時間が眠る時刻が遅くなることと関連したこと
が報告されていることから 13)、第 3 クラスターは、
降園時刻以降の過ごし方が、就床時刻が遅くなるこ
とにつながり、結果として平日睡眠時間が確保でき
なかったことにつながった可能性が考えられる。一
方、睡眠時間が確保できていた第 2 クラスターは、
降園時刻が早く、就床時刻も早かった。第 2 クラ
スターは早く帰宅し、早く就床できたことにより、
十分な睡眠時間が確保できた可能性が考えられた。
休日は保育所が休園であることから起床時刻を平日
よりも後退させ、平日よりも睡眠時間を長くするこ
とが可能である。実際、平日では十分な睡眠時間
が確保できていなかった第 3 クラスターは休日の
起床時刻を遅くすることで休日は 9 割程度の幼児
が 10 時間以上の睡眠時間を確保できていた。一方、
第 1 クラスターは休日睡眠時間の中央値は 10 時間
00 分であるが、10 時間未満であった幼児は 35％
程度存在した。これは、休日であっても起床時刻が
早かったことも影響していることが考えられる。こ
の結果に鑑みると、平日と休日の睡眠時間帯を乖離
させて休日の睡眠時間を確保することが好ましい可
能性も考えられる。しかし、平日と休日の睡眠時間
帯は乖離が大きいと健康に不調が生じることが知ら
れている。平日と休日の睡眠時間帯の乖離を意味
する SJL は、2006 年に提唱された概念であり 26) 、
社会的な時間と生物時計の不一致によって生じる不
調を意味するものである。SJL は睡眠について考え
るうえで重要な要素として、近年研究が進められて
いる。幼児の SJL の実態については十分に検討さ
れていないが、成人日本人を対象に行った調査では、
40％以上は SJL が 1 時間以上であったこと 27)、女
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子大学生を対象に行った調査では、SJL が 1 時間以
上であった者は月経症状が強かったことなどが報告
されている 27-28)。幼児期における SJL については
今のところ十分な研究が行われていないため、今後
さらなる研究が必要である。

4. 睡眠時間を確保するための今後の展望
　睡眠は基本的生活習慣の 1 つであり、十分な睡
眠時間が確保できるように起床し就床することは、
幼児にとって重要である。しかし、幼児、特に保育
所児の睡眠は保護者の生活時刻の影響を受けること
から 13)、各家庭の状況に合わせた無理のない取り
組みが求められる。睡眠行動は、睡眠に対する保護
者の関心度の高さによっても、その取り組みは千差
万別であり、一様に取り扱うことは難しい。無関心
層に対するアプローチは、現在の問題点を指摘する
など、睡眠の重要性を繰り返し説明して関心を高
めることと捉え 29)、2006 年より文部科学省主導の
下、「早寝早起き朝ごはん運動」が推進されてきた。
その後、幼児における 22 時以降の就床が減少した
ことからも一定の成果は認められているものの、未
だに 1/4 程度が 22 時以降に就床している状況にあ
る。近年では、無関心層へのアプローチとして、生
活習慣が乱れないような家庭や職場の環境づくりを
行うといった社会環境を変える「0 次予防（環境変
容）」が提唱されている 29)。健康行動については、
ナッジ理論を活用した報告も認められるようになっ
てきたが 30)-31)、このナッジ理論を用いたアプロー
チは、幼児に対する健康行動にも応用できると想定
される。ナッジとは、「合図をするために肘でつつく」
と訳される英語であり、「選択を禁じることも、経
済的なインセンティブを大きく変えることもなく、
人々の行動を予測可能な形で変える選択アーキテク
チャーのあらゆる要素を意味する」と定義されてお
り 33)、「誘導」とも解釈されている 34)。ナッジを設
定するためには、対象集団においてどのようなボト
ルネックが存在するかを分析することが求められる
34)。本研究で対象とした幼児の保護者は、平日は保
護者が就労していることから平日の起床時刻を遅く
することで睡眠時間を確保することは、時によって
困難である。平日の睡眠時間を確保するためには、
就床時刻を遅い時刻にしないことが、実現可能性の

観点からも重要ではないかと考えられる。休日で
は、保育所は休園であることから保育所に登園する
時刻に合わせて起床する必要はないが、保護者の休
日の就労の有無は混在していることから、起床時刻
を遅くすることで睡眠時間を確保できない幼児の存
在も否定できないため、休日においても就床時刻を
遅い時刻にしないことで睡眠時間を確保することが
大切なのではないかと考察する。幼児の睡眠時間を
確保するためには就床時刻を遅くしないことが重要
であると仮定すると、保育所児が十分な睡眠時間を
確保するためにまず注目するボトルネックは「就床
時刻」と捉え、就床時刻を遅くしないという取り組
みが有効なのではないかと考えられる。就床時刻に
着目した場合、0 次予防（環境変容）をもたらすナッ
ジは、降園後から就床までの時間帯の過ごし方に存
在するのではないかと考えられる。もちろん、夕食
後から就床時刻までに要する時間を極端に短縮する
ことは肥満や高血圧などと関連する 35) ことから望
ましくないが、夕食中または夕食後のテレビ視聴時
間と眠る時刻は関連することから 13)、この時間帯
の行動を見直すことで就床時刻を早くすることがで
きるのではないかと考えられる。降園後から就床ま
での行動は各家庭によって様々であることから、「保
護者の帰宅時刻を早める」、「テレビを見る時間を減
らす」、「入浴の時刻を早める」といった一律的なア
プローチは行動変容において障害となる可能性も否
定できない。この時間帯のナッジは、①平日、休日
の降園後から就床までに行っている行動を全てリス
ト化する、②その中で優先順位を決定する、③優先
順位が最下位、かつ割愛しても問題が生じない事項
を決定する、これらのプロセスにより模索できると
考えられる。今後は、ナッジ理論を用いた幼児の就
床時刻を遅くしない取り組みについて検討すること
が求められると考える。
本研究における限界について述べる。
　本研究は、ある 1 中核市にある保育所に就園し
ている 4 ～ 6 歳児を対象にした横断研究であるこ
とから、一般化するには限界がある。また、本研究
は、保育所に就園している 4 ～ 6 歳児の起床・就
床時刻について、幼児の保護者に調査票を用いた調
査であることから、保護者による思い出しバイアス
の影響を受ける可能性が考えられる。しかし、本研
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究で対象とした幼児は、平日起床時刻は 7 時 00 分、
休日起床時刻は 8 時 00 分が最も多く、平日、休日
の就床時刻は、21 時 00 分が最も多く、先行研究
と同様の結果が得られていること 2)、調査票と機
器で測定した起床・就床時刻は相関するとの報告が
認められることから 32)、得られた結果の妥当性は、
確保されていると考えられる。

Ⅵ . 結論

　本研究より、保育所に就園している 4 ～ 6 歳児
の睡眠は、平日・休日の起床時刻が早い第 1 クラ
スター、平日・休日の就床時刻が早い第 2 クラス
ター、平日・休日の就床時刻が遅い第 3 クラスター
の 3 群に類型化された。第 1 クラスター・第 3 ク
ラスターは平日の睡眠時間が 10 時間に満たなかっ
た。第 1 クラスターは休日であっても 1/3 程度は
睡眠時間が 10 時間未満であった。保育所児は保護
者が就労していることから、起床時刻を遅くするこ
とで睡眠時間が確保できない場合も考えられる。保
育所児が睡眠時間を確保するためには、まずは就床
時刻を遅くしない取り組みが求められると示唆され
た。
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Abstract

[Purpose] It is important for infants to have sufficient sleep time from the viewpoint of 
development. The purpose of this study was to examine factors related to the sleep time 
of nursery school children.

[Subjects and methods] The subjects are children aged 4 to 6 at A City nursery schools. 
In this study, the time and basic lifestyle of their children was investigated by the self-
administered questionnaire method. This study was conducted with the approval of the 
Kanagawa University of Human Services, Research Ethics Review Committee.

[Results]Children’s sleep was divided into three Clusters: Cluster 1, which wakes up early 
on weekdays and holidays, Cluster 2, which has a median sleep time of 10 hours or 
more on weekdays and holidays, Cluster 3, which was sleeping late on weekdays and 
holidays. The percentage of children who slept less than 10 hours in each cluster was 
74.5% for Cluster 1, 11.2% for Cluster 2, 85.8% for Cluster 3 on weekdays, and 34.2% for 
Cluster 1 and 0.6% for Cluster 2 on holidays, Cluster 3 was 8.4%. 

[Discussion] It was considered difficult to set the wake-up time uniformly depending on the 
working conditions of the parents. Therefore, it was considered necessary to review the 
time from returning home from the nursery school to going to bed.

[Conclusion] In conclusion, it was considered that one of the factors required for nursery 
school children to secure sleeping time is not to set the bedtime on weekdays and 
holidays to a late time.

Key Words：Nursery School Children, Lifestyle, Sleep Habit, Cluster Analysis






